
防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問  
市
の
危
機
管
理
体
制
の
仕
組
み

の
構
築
が
必
要
。
現
段
階
で
の
対
応
可

能
態
勢
の
考
え
は
。
想
定
を
大
幅
に
超

え
る
事
態
の
災
害
が
発
生
起
り
得
る
可

能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
時

住
民
に
不
安
を
与
え
ず
的
確
な
判
断
で

伝
達
す
る
義
務
が
あ
る
が
答
弁
を
。
地

震
、
台
風
、
水
害
、
雪
と
多
岐
に
わ
た

り
一
端
発
生
し
た
場
合
、
甚
大
な
被
害

に
な
る
。
こ
の
件
に
耐
震
補
強
工
事
費

助
成
の
増
額
拡
充
の
必
要
が
あ
る
が
答

弁
を
。
防
災
河
川
の
氾
濫
に
備
え
る
に

は
一
級
二
級
河
川
の
維
持
管
理
が
徹
底

的
に
必
要
。
関
係
機
関
に
強
く
要
望
要

請
を
す
べ
き
だ
が
答
弁
を
。

答
弁  

減
災
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
予
想
さ

れ
る
災
害
へ
の
対
応
を
迅
速
に
危
機
管

理
体
制
強
化
を
図
る
。
一
斉
に
住
民
に

情
報
を
伝
達
で
き
る
防
災
行
政
無
線
を

整
備
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
。
住
宅
耐
震
改

修
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
全
面

改
修
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、

一
部
耐
震
改
修
、
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の

補
助
制
度
を
新
た
に
設
け
た
。

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

質
問  

旧
態
依
然
と
し
て
、
不
登
校
が

絶
え
な
い
。
根
っ
こ
か
ら
洗
い
出
す
必

要
が
あ
る
。
学
校
も
保
護
者
の
負
担
も

大
き
く
子
ど
も
に
と
っ
て
は
誠
に
迷
惑

千
万
で
あ
る
。
問
題
の
解
決
は
簡
単
で

徹
底
し
た
調
査
。
そ
の
本
気
度
が
ど
こ

ま
で
あ
る
か
だ
。躾
以
前
の
問
題
。ル
ー

ル
な
き
常
識
で
は
い
つ
に
な
っ
て
も
立

派
な
学
校
教
育
は
成
り
立
つ
は
ず
は
な

い
。
絵
に
描
い
た
餅
で
は
解
決
に
な
ら

な
い
。

答
弁  

国
は
教
育
委
員
会
に
指
導
助
言

援
助
を
行
い
、
い
じ
め
重
大
事
態
に
い

じ
め
防
止
推
進
法
を
基
に
制
度
面
や

シ
ス
テ
ム
面
か
ら
積
極
的
に
取
り
組

む
。
子
ど
も
や
保
護
者
と
問
題
に
向
き

合
い
努
力
し
な
け
れ
ば
真
の
解
決
は
な

い
。
教
育
委
員
会
は
制
度
を
活
用
し
、

学
校
を
具
体
的
に
指
導
し
支
援
。
深
刻

な
問
題
な
の
で
早
期

発
見
に
向
け
い
じ
め

見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー

ル
に
取
り
組
む
。
学

校
は
担
任
始
め
養
護

教
諭
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ハ
ー

ト
フ
ル
相
談
員
と
、

家
庭
と
連
携
し
て
不

登
校
対
応
に
取
り
組

む
。

無会派 山賀　清一

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ

い
て

質
問  

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
健
康
推

進
課
主
体
で
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、

大
勢
の
参
加
を

促
進
す
る
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
も
含

め
、
全
課
を
対

象
と
す
べ
き
で
は
。

答
弁  

生
き
が
い
対
策
、
引
き
こ
も
り

防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
も
健
康
づ
く
り

に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
、
他
市
の
事

例
等
を
参
考
に
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

質
問  

安
倍
内
閣
が
成
長
戦
略
の
ひ
と

つ
に「
女
性
の
活
躍
」を
掲
げ
て
い
る
が
。

答
弁  

活
性
化
の
た
め
に
は
女
性
の
力

の
活
用
や
女
性
の
社
会
参
画
の
促
進
が

不
可
欠
と
認
識
し
て
お
り
、
市
の
審
議

会
等
や
市
役
所
の
幹
部
職
員
に
お
い
て

女
性
の
登
用
を
高
め
て
い
き
た
い
。

質
問  

昨
年
実
施
し
た
「
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
市
民
の
意
識
調
査
」
と
平

成
20
年
度
調
査
結
果
と
の
比
較
は
。

答
弁  

家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
に
お

け
る「
男
女
の
地
位
の
平
等
」に
つ
い
て
、

平
等
と
感
じ
る
が
増
加
し
、「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
の
考
え
方
で
は
そ
う

思
わ
な
い
と
の
考
え
方
が
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

意
識
に
つ
い
て
は
微
増
で
、
推
進
に
あ

た
っ
て
は
「
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
」
に
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
26
年
度

に
は
企
業
に
対
す
る
支
援
策
を
検
討
す

る
た
め「
事
業
所
調
査
」を
実
施
し
た
い
。

質
問  

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
阿

賀
野
市
を
つ
く
る
た
め
の
政
策
は
。

答
弁  

放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
学
校

敷
地
内
で
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
や
、

放
課
後
ス
ク
ー
ル
を
市
内
４
地
区
に
開

設
し
、
ま
た
、
休
日
保
育
、
病
児
保
育

の
早
期
実
現
や
閉
校
と
な
る
前
山
小
学

校
を
様
々
な
用
途
で
活
用
を
図
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に

つ
い
て

質
問  

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
に

つ
い
て
。

答
弁  

県
の
制
度
設
計
な
ど
不
透
明
な

部
分
も
あ
る
中
、
助
成
増
の
意
向
も
あ

る
。
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
適
切
に
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

無会派 遠藤　智子

新
農
業
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い

て質
問  

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
プ
ラ
ン
」
に
対
す
る
認
識
と
評
価

を
伺
う
。

答
弁  

国
の
プ
ラ
ン
は
「
強
い
農
林
水

産
業
」
と
、「
美
し
く
活
力
あ
る
農
山

漁
村
」の
構
築
に
向
け
た
も
の
で
あ
り
、

産
業
と
し
て
成
り
立
つ
「
攻
め
の
農
林

水
産
業
」
を
展
開
す
る
た
め
大
変
重
要

と
思
っ
て
い
る
。

質
問  

当
市
農
業
の
現
状
と
課
題
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁  

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
耕
作

農
地
の
分
散
や
小
区
画
圃
場
に
よ
る
非

効
率
的
な
こ
と
、
今
後
の
農
地
の
受
け

手
不
足
な
ど
を
懸
念
し
て
い
る
。

質
問  

当
市
農
業
の
将
来
像
と
、
振
興

に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
方
向
性
を
伺

う
。

答
弁  

新
プ
ラ
ン
を
積
極
的
に
活
用

し
、
他
産
地
に
負
け
な
い
安
全
で
美
味

し
い
米
と
、
米
粉
用
等
需
要
に
あ
っ
た

非
主
食
用
米
の
生
産
を
基
本
に
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
効
率
的
利
用
集
積
と
圃

場
整
備
事
業
の
推
進
に
努
め
た
い
。
ま

た
経
営
安
定
の
た
め
園
芸
品
目
の
導
入

や
６
次
産
業
化
、
更
に
は
、
離
農
者
の

農
地
の
受
け
皿
作
り
の
た
め
集
落
営
農

組
織
化
や
雇
用
の
場
と
し
て
の
法
人
化

の
推
進
に
も
努
め
た
い
。

意
見  

長
い
歴
史
に
立
脚
し
た
日
本
の

稲
作
文
化
や
、
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ

て
き
た
減
反
政
策
の
廃
止
な
ど
、
農
政

の
大
転
換
で
あ
る
。
そ
の
成
否
は
当
市

農
業
の
存
亡
に
も
関
わ
る
と
思
わ
れ
関

係
者
連
携
の
も
と
英
知
を
結
集
し
対
応

す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

阿賀野クラブ 石川　恒夫

雇
用
見
通
し
に
つ
い
て

質
問  

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
地
元

で
雇
用
の
場
の
確
保
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
が
、
今
後
の
企
業
誘
致
で
雇
用
見

通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
雇
用
状
況
で

は
正
社
員
、
非
正
規
雇
用
の
割
合
を
伺

う
。

答
弁  

今
年
度
、
当
市
に
３
社
の
進
出

で
計
40
名
を
超
え
る
雇
用
見
通
し
で
あ

る
。
雇
用
状
況
で
は
、
当
市
に
限
定
し

た
資
料
は
な
い
が
、
県
全
体
で
は
34
％

が
非
正
規
雇
用
と
な
っ
て
い
る
。

質
問  

今
後
の
企
業
誘
致
見
通
し
は
。

ま
た
、
非
正
規
雇
用
の
割
合
が
多
い
場

合
は
、
定
住
人
口
の
増
加
に
結
び
つ
か

な
い
と
思
う
が
、
認
識
は
。

答
弁  

現
在
今
後
の
具
体
的
な
企
業
進

出
の
話
は
な
い
が
、
更
な
る
企
業
誘
致

と
正
規
雇
用
の
拡
大
に
向
け
て
努
め
て

い
く
。

水
原
郷
病
院
の
名
称
変
更
に

つ
い
て

質
問  

平
成
27
年
度
に
完
成
予
定
の
水

原
郷
病
院
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
建
物

で
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
名
称
を
変

更
し
て
、
今
ま
で
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
、
再
ス
タ
ー
ト
の
機
会
と

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁  

水
原
郷
病
院
と
い
う
名
称
は
、

市
民
に
と
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
名
称
で

は
あ
る
が
、
医
師
の
大
量
退
職
等
で
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
医
師
招
へ

い
に
と
っ
て
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
否

め
な
い
。
市
民
か
ら
も
、
名
称
変
更
の

提
案
も
あ
り
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い

く
。

質
問  

検
討
す
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が

結
論
は
い
つ
頃
か
。

答
弁  

建
設
準
備
面
で
言
え
ば
、
変
更

す
る
な
ら
ば
本
年
10
月
頃
ま
で
に
名
称

を
決
定
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

新政クラブ 佐竹　政志


